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ケヤキの人工造林の施業方法について

継 続 ・ 新 規 別 新 規 担

　

当

造  林  課

開 発

箇 所

熊 本  営 林 署

昭和 63年度

平成 4年度指 示 ・ 自 主 別 任  意

1 目 的

有用広葉樹資源造成の一環として、ケヤキを値栽して施業体系を究明し、用材林育成方法を確立

する。

2 試験地設定

この調査は、ケヤキ山引苗を苗畑に床替養苗した苗木を人Ir植栽することにより、ケヤキの用材

林施業技術の確立を図ることを目的 として設定した。

仁)場  所   霧越国有林 31り 1林小班

(2)面  積   ア、区 域 面 積  127′ ″

イ、試験地面i積   095ん

(3)地  況    ′

(表-1)

林 小 班 標 高 傾  斜 基  岩 11壌型 ± 1生 万  位
間

量水

年

降

31 り1

870 6つ
790ヽ 940 3r以上 安 1ll岩 BD 旬行土 SE 2.4認

標準 地設定

植付において礎当 り、 1,000本 ～ 5,000本の 4プ ロッ

100本 (表-2)の とお り設定した。全体の植栽本数は 1

卜に植栽した、調査木 1プ ロ

700本
     (表 -2

ツ ト

試 験 地 面 積 プロット 調 査 本 数 繊当り値け FE5 隔
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図-2 試験地位置図
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技 術 開 発 実 施 報 告
様式2平成3千

l―「ヤキ̂人登鬱沐議決環九二なヽ・ ,いて
による広葉樹用材林施業について

昭和 63年度

調査事項
1、 下刈功程調査

(筋刈、1回刈、人力)

1フ
゛
詢ケ (ha当 り) 7,5人

2フ
゛
ロック      3,4人

3フ
゛
ロック      6,6人

4フ
゛
ロック      4,6人

平 均      5,5人
2、 成長量調査
フ
゛
ロック別   根元径
1フ

゛
ロック     1,2cm

2フ
゛
ロック   1,2cm

3フ
゛
ロック   1,lCm

4フ
゛
ロック     1,OCm
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童芝   例〒   屏目   多巻   夢彗   珈巨   幸反   響野

様式 2                         熊本営林署
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本 署

り1林 小班

開
発
期
間

摯弾肇難
１

年 度 別 実 施 経 過 4年 度  実 施 報 告

1、 保育の検討
(1)下 刈 (筋 刈、人力刈払 い)実施
(2)本 年度「ぼ う芽 」ケヤキを調査木

として追加す る予定であつたが諸般
の事情 により出来なつかたので明 5
年度 に実施す る。

(3)整 枝、除伐の実行は見合せ る。
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区分
1件 澤む,

哺 瘍 舛

「

癬 淋 農 轟 絆 (技)官 巧

「

百
~勲 ~~~

熊本 営林署

農林水産事務 (技)官  氷 田

「

(様 式 6)
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生:堕型牲整)官 ■_上正_勲___

区分レ仁た、

場所  字     国有林      林班     小班~~~        
平成

撮影年月日  陥悧    年   月   日

撮 影 者 農林水産事務 (技)官

況
熊 本 営林署

(様 式 6)
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様式 3
鷲 」́し

課  題  名 ケヤキの人工造林の施業方法 について

指 自 任

区 分
任  意

開 発

期 間

自昭和 63年度

至平成  4年 度

担

　

当
造 林  課

目
　

標

有用広葉樹資源造成を目途 と して、ケヤキの用材林施業技術の確立
を図る。

結

果

1、 各プロック共根元径はあまり変わ りは
ないが。

2、 樹高はプロック毎 に多少の差が出た。
3、 枝張 りは各プロック共 にあま り変わり

はな く太さもあまり太 くない。
4、 根曲が り、通直性共にあまり良 くな く

今後の検討課題 となった。

技術開発経費内訳

く人工〉千円
物件費     18
役務費     13
人件費    123

基 職 〈  〉
その他 〈19.625〉

合  計19.625154

開発経過 と調査 内容

1、 試験 地設定

尋lliIE「そ菫27[∫
:曇きミピI:i:襲]?塵 |:::紫 .1高品調れξ:

喜斃喬副覇鶴鋒翼路√みょM、 撃鶴翻 £
山引

2、 調査木
4プ ロック毎 に各100本 、計400本 を調査本 とした。

査調程功の

査
＞

査
　
調
刈
査

け蜀嚇̈̈
ｍ

３

＜

＜

＜

＜

＜

技 術 開 発 完 了 報 告

評価及び普及指導

植栽後 5成長期を経過 したが、全般的に成長が遅いようでる。
1、 植栽時の苗木の状態は良苗(径 0.7cm,高 92cm)で あつたが毎年度の樹高
2警曇醸遥ぽ膿曇慕ξil.幕翌香7響E雫嬌慕8蔦専撼

=蒐

危億〒品脇λ羅か
3夕奇蟹ぱ海攀歪撃零軍繁息3た緊唇gf段朱晶寒舷雪ふP森禽iこはヶャキ
繹」算P奄義馨柔警号零呂轟役讀晟彎廻蘇楚杏ま

り成長が良く今後この「
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考″嗜rヨ■σD          力饉螢鷺|こ三⊃い ごヽ                表 I-2

1,試験地の地況、林況、気象
(1)所在地 菊池市大字班蛇口 字霧越国有林31り 1イカJヽ班
(2)面積  0。 95ha(区域翻凱 .27haの うち岩石ItLO.32ha)

(3)地況  標高   870  傾斜 31° 方位 SE 基岩 安山岩 土壌型 BD
790～ 940m     土性 旬行土

(4)林況  前生樹 スギ、アカマツ、モミ、そのイ也L、 ha当 り370r

(5)気象  年間雨量 2400mm

2,試験地更新状況
(1)植付 目夢田63年 3月 (地杵=人力、散布、筋置 )

3,試験地の保育状況
(1)保育の方法 下刈 (筋刈 )、 人力  請負実行
(2)実行期間  I研口63年 6月～平成4年 6月  5回

4そ

討騎醤繋慮↑客夢薔サブ習育馨膏0本を各プロッ知鋼.Юh内に設縮棚に
比較検討をイ予なう。

(2)噸
ア.根元径調査…………根元径の成長比較
イ.樹高調査 。…・“…。・樹高の成長比較
ウ。枝張調査 ・………・・樹 長の成長比較
工.下刈珈 呈調査 “̈…・弔 J(が 1)の珈 糧
オ.活着率調査。………・・活着率の把握
力。その他被害調査,… 被̈害の状況把握

5,調査結果
(1)根元径の成長 (地際測定)

s 63.5     s 63.11.     H 2.3       H 313.      H 4 3      H 5 3

-l  Ⅱ  Ⅲ ― Ⅳ ――平均

(2)樹高の成長
樹高成長も植付後から5成長期後の比較で平均別Cm(各プロック毎では45～ 27clnと 相当の差が

0 811

表 H-2

1411 00

1311 011

1211 011

110 00

1011 011

90 1111

s 63.5.     6 63 11 H33     H4.3    H53

― I

H23

11   
‐

62年 4月兵戸山固有林58は熱 ヽヽ班ケヤキ造林地 (1研口7年植)の
山引苗を種苗事業所 (溜水町)に床替したもの (種苗事業所では床替なし)。

出ている)で ,年平均にすると5。 7cnlと 成長は良好とは言えない。

表II-1

植付時から5成長期後の比較では、平均0.6cm(各プロック共に大差はない)で成
長は良好とは言えない (年平均成長量0.lcm)

表 I-1___

80 E10

― Ⅳ ――平均



(3)枝張りの成長
主幹から昂f影財支長を測定したが、
8ollと なっている。

表Ⅲ-1

表ⅡI-2 
物.

65_■0

611.l10

55.00

50_00

巧 .07

40.00

35.00
3.63.5. 3.63.11

(4×口U功程調査 輸が1り 、
表Ⅳ

(注 ) 各プロッ

判断出来ない。
(5)活着率調査
表V

3成長期後から5成長期後まで平均成長は24cnで年平均

2.3.    H3.3.    H43

(6)その他の被害
ア.野兎の被害は植付直後あまり見受けられなかったが、2～ 3年経過後に野兎と思

われる被害が見受けられるようになったが (本数調査はしていない)、 平成4年
度の調査時には見受なかった

イ.切損等の被害は植付後 1～ 3回 ぐらいまでは下刈作業中に造林木 (ケヤキ)と雑
かん木、雑草との判別がつきにくいため主幹、枝等の切損が見受けられ、また、
切損後ぼう芽し成長を続けている調査木も多数あった。

ウ.平成4年度成長量調査時に無被害 (野兎、切損、樹 古等の被害)の造林木は200

本で半数はなんなりかの被害を受けている。
6,ま とめ
(1)植付本数別に考えて見ると(I)の 1000本、(H)の 1500本 区共に根元径、樹高、枝張

等大差はなく成長している。(III)2000本 区と(Ⅳ)5000本区を(I)(II)区 と比較すれ
ば2成長期頃から成長に差が出始めており、特に(Ⅳ)区では5成長期後には(I)
(II)と相当の差がでている。
しかし5～ 6年間の成育状況では植付本数をどの程度にするかの判断は出来ない。

(2)表 としてはまとめてはいないが野兎の被害、切損、枯損等が見受けられたが、枯損
については「野兎の皮剥」「切損」「草蒸れ」「土壌の乾燥」等によるものと考え
られ る。しかし、ぼう芽したものはその後成長は少し遅れているものの順調に成
長しているものもある。
切損については、2～ 3年経過時の下刈で雑かん木、雑草等の繁茂で造林木と区別
がつきにくく造林鎌による主幹、枝条の切断が見受けられた。以来当署においては
広菓樹植栽時(特にケヤキ)には目印(テープを結びつける)を付けることとしてい孔
野兎については、他の造林木でも同様であるが幹廻り全部を皮剥食害されたものは
本討員しており、今後のケヤキ造林について野兎対策も考える必要がある。

(3)本調査箇所は下メJを筋刈で実行した関係で区域内に多数のぼう芽ケヤキがあり、造
林木より良好な成長をなしており、今後は芽かぎ、整枝等併せて試験、調査を行な
いたい。

一 [ …・I …Ⅲ 一 Ⅳ ‐―平均
人力、1回刈り)

|こ より
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本 オ古   糧 fう芽な 1 志    本古 オ古 |ロ コ

`木 木 木 %
I 1000, 100木 4

100本 R 6
2000j 100功に 3

Ⅳ 50002ヽ 100本 7
計 400Jに 0 7 8
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人工更新 による広葉樹用材林施業 について
(ケ ヤキの人工造林の施業方法 について )
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熊 本 署

31り 1林 小班
晦肇攀難

１

年 度 別 実 施 経 過

「

年 度  実 施 報 告

1、 保育の検討

2)本 年度「ぼう芽」ケヤキを調査木
として追加する予定であつたが諸般
の事情により出来なつかたので明 6
年度 に実施す る。

(3)整 枝、除伐の実行は見合せ た。

樹 高
180.Ocm
190.0〃
170.0〃
150.0〃

枝 張 り
65.5cm
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59.5〃
47.5〃
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